
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定する設定手段と、
　与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に
応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区
間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データを生成する生成手段と
を具え

自動作曲装置。
【請求項２】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定する設定手段と、
　与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に
応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区
間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データを生成する第１の生成手段と、
　楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲データを生成する第２の生成手段
と、
　 指定手段と
を具え、
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作成済み 再

再 再

、前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲が作成されること
を特徴とする

作成済み 再

再 再

前記第２の生成手段を有効にするか否かを指定する
前記第２の生成手段を有効にしない場合は、前記第１の生成手段による曲データ

生成に基づき前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲が作成される
ようにし、前記第２の生成手段を有効にした場合は、前記第１の生成手段と前記第２の生
成手段との組み合わせに基づき、前記生成区間と非生成区間とを少なくとも一部に含み、



ように
した自動作曲装置。
【請求項３】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定する設定手段と、
　与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に
応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区
間についてのみ前記 音楽条件 基づく曲データを生成する第１の生成手段と、
　楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲データを生成する第２の生成手段
と、
を具え、

ようにした自動作曲装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、各部分的区間に対応して、発音タイミングデータのみを 生成するか
否かを設定可能であり、

前記生成手段は、前記生
成区間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づいて発音タイミングデータを 生成す
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の自動作曲装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、各部分的区間に対応して、ピッチデータのみを 生成するか否かを設
定可能であり、
　 前記生成手段は、前記
生成区間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づいてピッチデータを 生成すること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の自動作曲装置。
【請求項６】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定するステップと、
与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に応
じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区間
についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データを生成するステップと
を具え

自動作曲方法。
【請求項７】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定するステップと、
　与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に
応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区
間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データを生成する第１の生成ステップ
と、
　楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲データを生成する第２の生成ステ
ップと、
　 ステップと
を具え

自動作曲方法。
【請求項８】
　 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか否かを設定するステップと、
　与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成するものであって、前記設定に
応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区間とを区別し、前記生成区
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かつ、楽節毎に付された楽節記号に応じた曲データを含む新たな楽曲が生成される

作成済み 再

再 再
与えられた に

前記第１の生成手段と前記第２の生成手段との組み合わせに基づき、前記生成区
間と非生成区間とを少なくとも一部に含み、かつ、楽節毎に付された楽節記号に応じた曲
データを含む新たな楽曲が生成される

再

前記与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成する
再

再

前記与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成する
再

作成済み 再

再 再

、前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲が作成されること
を特徴とする

作成済み 再

再 再

前記第２の生成ステップを有効にするか否かを指定する
、前記第 2の生成ステップを有効にしない場合は、前記第１の生成ステップによる

曲データ生成に基づき前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲が作
成されるようにし、前記第 2の生成ステップを有効にした場合は、前記第１の生成ステッ
プと前記第 2の生成ステップとの組み合わせに基づき、前記生成区間と非生成区間とを少
なくとも一部に含み、かつ、楽節毎に付された楽節記号に応じた曲データを含む新たな楽
曲が生成されるようにした

作成済み 再

再 再



間についてのみ前記 音楽条件 基づく曲データを生成する第１の生成ステップ
と、
　楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲データを生成する第２の生成ステ
ップと、
を具え、

自動作曲方法。
【請求項９】
　請求項６乃至８のいずれかに記載の自動作曲方法 に
実行させるための命令群を内容とする、 読取り可能な記憶媒体。
【請求項１０】
　請求項６乃至８のいずれかに記載の自動作曲方法 に
実行させるための命令群からなる、 によって実行可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、音楽に関する各種の条件に応じて自動的にメロディあるいは伴奏等の曲デー
タを生成する自動作曲装置および方法並びに記憶媒体及びプログラムに関し、特に曲デー
タ生成の際に所定の部分的区間の曲データのみを選択的に生成若しくは再生成することを
可能としたものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、パーソナルコンピュータの普及に伴って、コンピュータを用いて楽器を演奏したり
、作曲したり、編曲したり、音色を合成したりするコンピュータミュージックを用いて、
誰でも音楽を自由に楽しめるようになってきた。特に、コンピュータを用いた作曲の分野
では、音楽的な専門知識の少ない初心者であっても簡単に作曲を楽しむことのできる自動
作曲が出現している。従来の自動作曲装置としては、例えば調、拍子、ピッチの跳躍ダイ
ナミクス、シンコペーション有無、コード進行等のメロディを特徴付ける各種の音楽的な
パラメータ（以下、単にメロディ生成用パラメータと呼ぶ）を入力して、このメロディ生
成用パラメータに基づいて自動的にメロディを生成するものが知られている。このような
自動作曲装置を用いた場合、ユーザはメロディ生成用パラメータを選択的に入力すること
によって、いろいろなメロディを簡単かつ自由に作曲することができるようになっている
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の自動作曲装置では、メロディ生成用パラメータに基づいて曲全体にわた
るメロディを自動的に生成している。そのために、生成されたメロディのうちの一部メロ
ディのみが気に入らない場合に再度自動作曲を行うと、曲全体のメロディが再生成されて
変更する必要のなかったメロディまでもが再生成されてしまう、という問題点があった。
すなわち、ユーザは生成されたメロディの一部メロディをそのまま用いるために残しつつ
、その他の部分のメロディのみを生成しなおすということができなかった。このように、
従来の自動作曲装置はユーザにとって非常に使い勝手の悪いものであった。
【０００４】
本発明は上述の点に鑑みてなされたもので、メロディ等の曲データ生成の際に指定した特
定の部分的区間の曲データのみを生成若しくは再生成可能とすることにより、使い易くま
た自由度のある曲データ生成が可能な自動作曲装置及び方法並びに記憶媒体を提供しよう
とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る自動作曲装置は、 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成するか
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与えられた に

前記第１の生成ステップと前記第 2の生成ステップとの組み合わせに基づき、前
記生成区間と非生成区間とを少なくとも一部に含み、かつ、楽節毎に付された楽節記号に
応じた曲データを含む新たな楽曲が生成されるようにした

における各ステップをコンピュータ
コンピュータ

における各ステップをコンピュータ
コンピュータ

作成済み 再



否かを設定する設定手段と、与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成する
ものであって、前記設定に応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生成区
間とを区別し、前記生成区間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データを生
成する生成手段とを具え

【０００６】
成済みの楽曲における部分的区間毎に、前記設定手段によって、曲データを生成すべき

か否かを設定するようにすることができる。これにより、作成済みの楽曲についての前記
生成区間についての曲データが生成手段によって再生成され、該作成済みの楽曲について
の前記非生成区間についての曲データは再生成されずに温存されることで、該作成済みの
楽曲の修正がなされる。このように、指定した区間についてのみ曲データ、例えばメロデ
ィデータ、を生成するようにしたことから、ユーザは自動作曲されたメロディの一部区間
のみを再生成することができる。すなわち、メロディが気に入らない区間のみを対象にし
て何度でも曲データの再生成を行うことができるようになる。こうすることで、ユーザが
使い易く、かつ自由度のある曲データの再生成若しくは生成が可能となり、音楽的に完成
度の高い曲データを簡単な処理で生成することもできるようになる。また、非生成区間に
ついては曲データの生成を禁止するので、非生成区間を挟んで離れた２以上の生成区間に
ついての曲データを同時に生成できるので、曲データを新規に生成する場合においても効
率的でもある。
【０００７】
また、本発明に係る自動作曲装置は、 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成す
るか否かを設定する設定手段と、与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成
するものであって、前記設定に応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生
成区間とを区別し、前記生成区間についてのみ前記与えられた音楽条件に基づく曲データ
を生成する第１の生成手段と、楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲デー
タを生成する第２の生成手段と、 指定
手段とを具え、

ようにしたものである。このように 楽節記号に応じて曲データを生成する第２の生成手
段 指定することができるようにすることで、第２の生成手段を

た場合は

楽節記号を優先した音楽的に確かな自動作曲を容易に行うことができ
、 第１の生成手段

ユーザによる作曲の自由度が増すことになる 、ユーザにとって使
い易く、かつ自由度のある曲データの再生成若しくは生成が可能となり、また、音楽的に
完成度の高いメロディを作曲することも比較的容易にできるようになる。
【０００８】
更に、本発明に係る自動作曲装置は、 楽曲の部分的区間毎に曲データを 生成す
るか否かを設定する設定手段と、与えられた音楽条件に基づいて自動的に曲データを生成
するものであって、前記設定に応じて曲データを 生成する生成区間と 生成しない非生
成区間とを区別し、前記生成区間についてのみ前記 音楽条件 基づく曲データ
を生成する第１の生成手段と、楽曲を構成する楽節毎に付された楽節記号に応じて曲デー
タを生成する第２の生成手段と、を具え、

。この場合は、 第２の生成手段を ことで、例えば、既に曲データの出来
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再 再

、前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲
が作成されることを特徴とする。

作

作成済み 再

再 再

前記第２の生成手段を有効にするか否かを指定する
前記第２の生成手段を有効にしない場合は、前記第１の生成手段による曲

データ生成に基づき前記生成区間と非生成区間との組み合わせからなる新たな楽曲が作成
されるようにし、前記第２の生成手段を有効にした場合は、前記第１の生成手段と前記第
２の生成手段との組み合わせに基づき、前記生成区間と非生成区間とを少なくとも一部に
含み、かつ、楽節毎に付された楽節記号に応じた曲データを含む新たな楽曲が生成される

、
を有効にするか否かを 有効

にし 、第１の生成手段により生成する前記生成区間と非生成区間とを少なくとも
一部に含み、かつ、楽節毎に付された楽節記号に応じた曲データを含む新たな楽曲が生成
されることで、 る。
一方 第２の生成手段を有効にしない場合は、 のみによって新たな楽曲を
作成するので、 。従って

作成済み 再

再 再
与えられた に

前記第１の生成手段と前記第２の生成手段との
組み合わせに基づき、前記生成区間と非生成区間とを少なくとも一部に含み、かつ、楽節
毎に付された楽節記号に応じた曲データを含む新たな楽曲が生成されるようにしたもので
ある 必ず 使用する



上がっている区間と同じ楽節記号の曲データはコピーによって容易に生成できるので、楽
節記号を優先した音楽的に確かな自動作曲を容易に行うことができる。その一方で、同じ
楽節記号の先行する楽節が存在しない楽節では、前記第１の生成手段による曲データ生成
を行うことで、自由度のある曲データの再生成若しくは生成が可能となる。こうして、ユ
ーザにとって使い易く、また、自由度のある曲データの再生成若しくは生成も可能であり
、また、音楽的に完成度の高いメロディを作曲することも比較的容易にできるようになる
。
【０００９】
本発明は、装置の発明として構成し、実施することができるのみならず、方法の発明とし
て構成し実施することができる。また、本発明は、コンピュータまたはＤＳＰ等のプロセ
ッサのプログラムの形態で実施することができるし、そのようなプログラムを記憶した記
録媒体の形態で実施することもできる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を添付図面に従って詳細に説明する。
図１は、この発明に係る自動作曲装置の全体構成の一実施例を示したハード構成ブロック
図である。
本実施例に示す自動作曲装置は、マイクロプロセッサユニット（ＣＰＵ）１、リードオン
リメモリ（ＲＯＭ）２、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３からなるマイクロコンピュ
ータによって制御されるようになっている。ＣＰＵ１は、この自動作曲装置全体の動作を
制御するものである。このＣＰＵ１に対して、データ及びアドレスバス１Ｄを介してリー
ドオンリメモリ（ＲＯＭ）２、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３、検出回路４、スイ
ッチ検出回路５、表示回路６、音源回路７、効果回路８、外部記憶装置９、ＭＩＤＩイン
タフェース（Ｉ／Ｆ）１０および通信インタフェース１１がそれぞれ接続されている。更
に、ＣＰＵ１には、タイマ割込み処理（インタラプト処理）における割込み時間や各種時
間を計時するタイマ１Ａが接続されている。すなわち、タイマ１Ａは時間間隔を計数した
り、作曲終了後に作曲した曲を自動演奏する際の演奏テンポを設定したりするためのテン
ポクロックパルスを発生する。このテンポクロックパルスの周波数は、各種スイッチ５Ａ
の中のテンポ設定スイッチ等によって調整される。このようなタイマ１Ａからのテンポク
ロックパルスはＣＰＵ１に対して処理タイミング命令として与えられたり、あるいはＣＰ
Ｕ１に対してインタラプト命令として与えられる。ＣＰＵ１は、これらの命令に従って各
種処理を実行する。各種処理には、例えば自動作曲の際の画面表示処理や自動作曲した曲
を演奏するための自動演奏処理等がある。
なお、この自動作曲装置は専用の装置に限られず、例えばパソコンなどの汎用装置あるい
はマルチメディア機器等であってもよく、本発明に従う所定のソフトウエア又はハードウ
エアを用いることによって自動作曲を行うことのできるように構成した装置であればよい
。
【００１１】
ＲＯＭ２は、ＣＰＵ１により実行あるいは参照される各種プログラムや各種データ等を格
納するものである。ＲＡＭ３は、メロディ生成の際に用いられる各種楽音情報（例えば、
生成するメロディの階層構造に関する情報やメロディ生成用パラメータなどの情報）や作
曲した曲を自動演奏する際に用いられる自動演奏情報、ＣＰＵ１が所定のプログラムを実
行する際に発生する各種データなどを一時的に記憶するワーキングメモリとして、あるい
は現在実行中のプログラムやそれに関連するデータを記憶するメモリ等として使用される
。ＲＡＭ３の所定のアドレス領域がそれぞれの機能に割り当てられ、レジスタやフラグ、
テーブル、メモリなどとして利用される。演奏操作子４Ａは楽音の音高を選択するための
複数の鍵を備えた、例えば鍵盤等のようなものであり、各鍵に対応してキースイッチを有
しており、この演奏操作子４Ａは楽音演奏のために使用できるのは勿論のこと、作曲の際
にメロディのピッチやリズムを入力するための入力手段として使用することもできる。検
出回路４は、演奏操作子４Ａの各鍵の押圧及び離鍵を検出し、検出出力を生じる。パネル
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操作子（スイッチ等）５Ａは各種のパラメータを指定したり、あるいは自動演奏時におけ
る各種演奏条件等を入力するための各種の操作子を含んで構成される。例えば、所定の区
間においてメロディを生成するか否かを選択するためのメロディ生成スイッチ、楽節記号
優先かメロディ生成スイッチ優先かを指定するための優先指定スイッチがなどが含まれる
。勿論、この他にも音高、音色、効果等を選択・設定・制御するために用いる数値データ
入力用のテンキーや文字データ入力用のキーボードなどの各種操作子を含んでいてよい。
スイッチ検出回路５は、スイッチ５Ａの各操作子の操作状態を検出し、その操作状態に応
じたスイッチ情報をデータ及びアドレスバス１Ｄを介してＣＰＵ１に出力する。表示回路
６はメロディ生成用パラメータやメロディ生成スイッチによるメロディ生成有無の設定状
態（後述する）等の各種情報を、例えば液晶表示パネル（ＬＣＤ）やＣＲＴ等から構成さ
れるディスプレイ６Ａに表示するのは勿論のこと、自動演奏に関する各種情報あるいはＣ
ＰＵ１の制御状態などをディスプレイ６Ａに表示する。
【００１２】
ここで、メロディ生成スイッチについて図２を用いて簡単に説明する。図２は、メロディ
生成スイッチの一実施例を説明するための概念図である。ただし、ここではディスプレイ
６Ａ上に表示したスイッチをマウス等でクリック操作することによってＯＮ／ＯＦＦ操作
を行うことのできるソフトスイッチ形態のメロディ生成スイッチを実施例として示した。
図２から理解できるように、ディスプレイ６Ａ上には生成するメロディの区間単位にメロ
ディ生成スイッチＭＳが表示される。この実施例では、メロディ生成スイッチＭＳがメロ
ディ生成の最小区間単位であるフレーズ区間毎に設けられている。メロディは複数区間単
位に分類することができ、メロディ生成は該区間単位毎に生成される。例えば、メロディ
が２個のブロック区間（ブロック１及びブロック２）から構成される場合、メロディ生成
はブロック区間単位に行われる。また、前記ブロック区間のようなメロディ生成の区間単
位はより細かい単位の区間で構成することができることから（すなわち、メロディは階層
構造となっている）、メロディ生成はより細かい区間単位毎に生成することもできる。例
えば１曲のメロディを２個のブロック区間（ブロック１及びブロック２）、１ブロック区
間を２個の楽節（楽節１及び楽節２）、１楽節を２個のフレーズ（フレーズ１及びフレー
ズ２）で構成したような場合には（すなわち、１曲が４楽節、８フレーズで構成されてい
る場合）、ブロック単位だけでなく楽節単位あるいはフレーズ単位にメロディを生成する
ことができる。そこで、このメロディ生成する区間単位毎にメロディ生成スイッチＭＳを
設ける。勿論、この実施例に示すようにフレーズ区間毎にメロディ生成スイッチＭＳを設
けることに限らず、楽節区間単位やブロック区間単位、あるいは更に短い小節区間単位（
図示せず）にメロディ生成スイッチＭＳを設けるようにしてもよい。つまり、楽節単位ス
イッチやフレーズ単位スイッチ等の複数の階層毎にメロディ生成スイッチＭＳを設けるよ
うにしてもよい。
【００１３】
そうした場合に、上位単位（すなわち、より長い区間）のメロディ生成スイッチＭＳの設
定を優先としてもよいし、下位単位（すなわち、より短い区間）のメロディ生成スイッチ
ＭＳの設定を優先としてもどちらでもよい。当該優先指定は、図示しない優先指定スイッ
チにより指定される。上位単位のメロディ生成スイッチＭＳの設定が優先指定されている
場合、下位単位のメロディ生成スイッチＭＳの設定がどのような設定であっても、上位単
位のメロディ生成スイッチＭＳの設定に従ってメロディが生成される。例えば、フレーズ
区間のメロディ生成スイッチＭＳがＯＦＦ設定（あるいはＯＮ設定）であっても、楽節区
間のメロディ生成スイッチＭＳがＯＮ設定（あるいはＯＦＦ設定）である場合には、楽節
区間のメロディ生成スイッチＭＳのＯＮ設定（あるいはＯＦＦ設定）に従ってメロディは
再生成される。反対に、下位単位のメロディ生成スイッチＭＳの設定が優先指定されてい
る場合、上位単位のメロディ生成スイッチＭＳの設定がどのような設定内容であっても、
下位単位のメロディ生成スイッチＭＳの設定に従ってメロディが生成される。例えば、楽
節区間のメロディ生成スイッチＭＳがＯＦＦ設定（あるいはＯＮ設定）であっても、フレ
ーズ区間のメロディ生成スイッチＭＳがＯＮ設定（あるいはＯＦＦ設定）である場合には
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、フレーズ区間のメロディ生成スイッチＭＳのＯＮ設定（あるいはＯＦＦ設定）に従って
メロディは再生成される。
なお、メロディ生成スイッチＭＳの任意の組み合わせを上位単位としてもよい。例えば、
図２の如くブロック１の楽節１のフレーズ１とフレーズ２、ブロック２の楽節１のフレー
ズ２の組み合わせを生成指示する上位のスイッチを設けてもよい。
【００１４】
メロディ生成スイッチＭＳがＯＮ設定である場合、ＯＮ設定された区間についてメロディ
を生成する。この実施例においては、メロディ生成スイッチＭＳがＯＮ状態となっている
ブロック１の楽節１に属するフレーズ１とフレーズ２、及びブロック２の楽節１に属する
フレーズ２の各区間が生成区間、つまりメロディを新たに生成しなおす対象の区間となる
。曲全体のメロディを生成した後に、ブロック１の楽節２に属するフレーズ１及びフレー
ズ２、さらにブロック２の楽節１に属するフレーズ１については生成したメロディをその
まま用い、残りの他の区間（ブロック１の楽節１に属するフレーズ１とフレーズ２、及び
ブロック２の楽節１に属するフレーズ２など）についてのメロディを生成しなおしたい場
合や、一部の区間のメロディのみを新規生成したい場合などには、図示のように該区間の
メロディ生成スイッチＭＳをＯＮ設定にすればよい。
【００１５】
なお、メロディ生成スイッチＭＳの設定方法としては、スイッチがＯＮ状態である場合に
該区間を「メロディを生成する」生成区間と設定し、ＯＦＦ状態である場合に該区間を「
メロディを生成しない」非生成区間と設定する方法（すなわち、メロディ生成スイッチＭ
Ｓは「メロディを生成する」区間を指定する）、あるいはスイッチがＯＮ状態である場合
に該区間を「メロディを生成しない」非生成区間と設定し、ＯＦＦ状態である場合に該区
間を「メロディを生成する」生成区間と設定する方法（すなわち、メロディ生成スイッチ
ＭＳは「メロディを生成しない」区間を指定する）とのいずれかの場合が考えられるが、
どちらであってもよい。
また、上記メロディ生成スイッチＭＳは、ＯＮ状態にすると点灯（あるいは消灯）されて
ディスプレイ６Ａ上に画面表示され（図２では塗りつぶした状態の四角形で表記した）、
ＯＦＦ状態にすると消灯（あるいは点灯）されてディスプレイ６Ａ上に画面表示される（
図２では塗りつぶしのない状態の四角形で表記した）ようにすると、ユーザが一見しただ
けで設定状態が理解できるので非常に便利である。すなわち、メロディを生成する区間と
メロディを生成しない区間とで表示を変えるように構成すると、ユーザはメロディ生成を
行う区間であるか否かを視覚的に一見するだけで判断することができ、簡単にメロディ生
成の対象とする区間を設定することができるようになる。
【００１６】
図１に戻り、音源回路７は複数のチャンネルで楽音信号の同時発生が可能であり、データ
及びアドレスバス１Ｄを経由して与えられた演奏情報を入力し、この演奏情報に基づいて
楽音信号を発生する。音源回路７から発生された楽音信号は、サウンドシステム８Ａを介
して発音される。また、効果回路８は前記音源回路７から発生された楽音信号に対して各
種効果を与える。前記音源回路７における楽音信号発生方式はいかなるものを用いてもよ
い。例えば、発生すべき楽音の音高に対応して変化するアドレスデータに応じて波形メモ
リに記憶した楽音波形サンプル値データを順次読み出す波形メモリ読み出し方式、又は上
記アドレスデータを位相角パラメータデータとして所定の周波数変調演算を実行して楽音
波形サンプル値データを求めるＦＭ方式、あるいは上記アドレスデータを位相角パラメー
タデータとして所定の振幅変調演算を実行して楽音波形サンプル値データを求めるＡＭ方
式等の公知の方式を適宜採用してもよい。すなわち、音源回路７の方式は、波形メモリ方
式、ＦＭ方式、物理モデル方式、高調波合成方式、フォルマント合成方式、ＶＣＯ＋ＶＣ
Ｆ＋ＶＣＡのアナログシンセサイザ方式、アナログシミュレーション方式等、どのような
方式であってもよい。また、専用のハードウェアを用いて音源回路７を構成するものに限
らず、ＤＳＰとマイクロプログラム、あるいはＣＰＵとソフトウェアを用いて音源回路７
を構成するようにしてもよい。さらに、１つの回路を時分割で使用することによって複数
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の発音チャンネルを形成するようなものでもよいし、１つの発音チャンネルが１つの回路
で形成されるようなものであってもよい。
【００１７】
外部記憶装置９は、自動作曲時に用いるメロディ生成用パラメータや既存曲のメロディに
関する演奏データ、ＣＰＵ１が実行する各種プログラムの制御に関するデータ等を記憶す
るものである。前記ＲＯＭ２に制御プログラムが記憶されていない場合、この外部記憶装
置９（例えばハードディスク）に制御プログラムを記憶させておき、それを前記ＲＡＭ３
に読み込むことにより、ＲＯＭ２に制御プログラムを記憶している場合と同様の動作をＣ
ＰＵ１にさせることができる。このようにすると、制御プログラムの追加やバージョンア
ップ等が容易に行える。なお、外部記憶装置９はハードディスク（ＨＤ）に限られず、フ
ロッピィーディスク（ＦＤ）、コンパクトディスク（ＣＤ－ＲＯＭ・ＣＤ－ＲＡＭ）、光
磁気ディスク（ＭＯ）、あるいはＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓ
ｋの略）等の着脱自在な様々な形態の外部記録媒体を利用する記憶装置であってもよい。
あるいは、半導体メモリなどであってもよい。
【００１８】
ＭＩＤＩインタフェース（Ｉ／Ｆ）１０は、他のＭＩＤＩ機器１０Ａ等からＭＩＤＩ規格
の楽音情報（ＭＩＤＩデータ）を当該自動作曲装置へ入力したり、あるいは当該自動作曲
装置からＭＩＤＩ規格の楽音情報（ＭＩＤＩデータ）を他のＭＩＤＩ機器１０Ａ等へ出力
するためのインタフェースである。他のＭＩＤＩ機器１０Ａはユーザによる操作に応じて
ＭＩＤＩデータを発生する機器であればよく、鍵盤型、ギター型、管楽器型、打楽器型、
ミブリ型等どのようなタイプの操作子を具えた（若しくは、操作形態からなる）機器であ
ってもよい。通信インタフェース１１は、例えばＬＡＮやインターネット、電話回線等の
有線あるいは無線の通信ネットワーク１１Ｂに接続されており、該通信ネットワーク１１
Ｂを介して、サーバコンピュータ１１Ａと接続され、当該サーバコンピュータ１１Ａから
制御プログラムや各種データを自動作曲装置側に取り込むためのインタフェースである。
すなわち、ＲＯＭ２や外部記憶装置９（ハードディスク）等に制御プログラムや各種デー
タが記憶されていない場合に、サーバコンピュータ１１Ａから制御プログラムや各種デー
タをダウンロードするために用いられる。クライアントとなる自動作曲装置は、通信イン
ターフェース１０及び通信ネットワーク１１Ｂを介してサーバコンピュータ１１Ａへと制
御プログラムや各種データのダウンロードを要求するコマンドを送信する。サーバコンピ
ュータ１１Ａは、このコマンドを受け、要求された制御プログラムやデータを、通信ネッ
トワーク１１Ｂを介して本装置へと配信し、本装置が通信インタフェース１１を介して、
これら制御プログラムや各種データを受信して外部記憶装置９（ハードディスク）等に蓄
積することにより、ダウンロードが完了する。
【００１９】
なお、ＭＩＤＩインタフェース１０は専用のＭＩＤＩインタフェースを用いるものに限ら
ず、ＲＳ２３２－Ｃ、ＵＳＢ（ユニバーサル・シリアル・バス）、ＩＥＥＥ１３９４（ア
イトリプルイー１３９４）等の汎用のインタフェースを用いてＭＩＤＩインタフェース１
０を構成するようにしてもよい。この場合、ＭＩＤＩイベントデータ以外のデータをも同
時に送受信するようにしてもよい。ＭＩＤＩインタフェース１０として上記したような汎
用のインタフェースを用いる場合には、他のＭＩＤＩ機器１０ＡはＭＩＤＩイベントデー
タ以外のデータも送受信できるようにしてよい。勿論、音楽情報に関するデータフォーマ
ットはＭＩＤＩ形式のデータに限らず、他の形式であってもよく、その場合はＭＩＤＩイ
ンタフェース１０と他のＭＩＤＩ機器１０Ａはそれにあった構成とする。
【００２０】
本発明に係る自動作曲装置は、所定の区間毎に設けたメロディ生成スイッチＭＳ（図２参
照）のＯＮ／ＯＦＦ設定状態に応じて区間を選択的に決定し、選択した区間についてのみ
メロディ（詳しくは、メロディに関する演奏データ）を自動的に生成する。本発明の実施
例に従って選択した区間についてのみメロディを自動的に生成する処理の一例について図
３を用いて説明する。図３は、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に応じて所
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定の区間のメロディのみを選択的に生成する処理の一実施例を示したフローチャートであ
る。なお、作成済みの曲を変更する場合、変更しようとする所望の曲を予め選択し、選択
された曲について図３の処理が適用される。勿論、図３の処理は、既存の曲を変更する場
合に限らず、新規に作曲を行う場合も適用可能である。以下、図３のフローチャートに従
って、当該処理における処理動作を説明する。
【００２１】
ステップＳ１では、メロディ生成用データ（つまり、メロディ生成用の音楽条件を設定す
るパラメータ）を供給する。例えば、ユーザがパネル操作子（スイッチ等）５Ａや演奏操
作子４Ａ（鍵盤等）を操作して入力するメロディ生成用データ、外部記憶装置９から取得
するメロディ生成用データ、あるいはＭＩＤＩインタフェース１０又は通信インタフェー
ス１１を介して他のＭＩＤＩ機器１０Ａ又はサーバコンピュータ１１Ａから取得したメロ
ディ生成用データなどを供給する。該メロディ生成用データは、例えば調、拍子、ピッチ
の跳躍ダイナミクス、シンコペーション有無、コード進行等のメロディを特徴付ける各種
の音楽的なパラメータである。ステップＳ２では、メロディ生成スイッチＭＳにより生成
区間（あるいは非生成区間）を指定する。すなわち、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／
ＯＦＦ設定状態に応じて、メロディを生成する生成区間（あるいは、メロディを生成しな
い非生成区間）を決定する。そして、メロディを生成するための準備として曲の先頭の区
間を判定対象の区間としてセットする（ステップＳ３）。メロディ生成の際には、曲の先
頭の区間から順次に所定の区間毎に該区間が生成区間であるか否か（あるいは、非生成区
間であるか否か）の判定を行って、前記生成区間と判定した区間についてのみ（あるいは
、非生成区間でないと判定した区間についてのみ）前記メロディ生成用パラメータに基づ
いてメロディを生成（既存曲の変更にあっては「再生成」）する。そこで、ステップＳ３
の処理では、メロディ生成の際に曲の先頭の所定区間から順次に判定を行うことができる
ようにするために、曲の先頭区間を判定対象の区間として最初にセットする。
【００２２】
ステップＳ４では、メロディ生成スイッチＭＳによるＯＮ／ＯＦＦ設定に応じた区間毎の
自動作曲処理が楽節記号に応じた自動作曲処理に優先するか否かを判定する。すなわち、
メロディ生成スイッチＭＳによるＯＮ／ＯＦＦ設定に応じて生成区間と判定された区間毎
にメロディを生成することを優先して処理するのか、あるいは楽節記号に応じた自動作曲
処理に従ってメロディを生成することを優先して処理するのかを決定する。一般的に、曲
は１乃至複数の楽節を組み合わせた楽節構成を持ち、楽節毎に所定の楽節記号が付されて
１曲分の楽節順に並べられ、該楽節記号の並びによって１曲分の楽節構成がどのような構
成になっているかを示すようになっている。楽節記号とは、楽節間の類似・非類似を表す
記号である。例えば、１曲が４楽節構成である場合に、第１楽節の楽節記号として「Ａ」
（又は「Ａ」）、第２楽節の楽節記号として「Ｂ」（又は「Ａ´」）、第３楽節の楽節記
号として「Ｃ」（又は「Ｂ」）、第４楽節の楽節記号として「Ｃ´」（又は「Ｂ´」）が
付されたとすると、楽節構成は「ＡＢＣＣ´」（又は「ＡＡ´ＢＢ´」）のように表わさ
れる。この実施例では、「Ａ」の楽節にメロディが類似するものを「Ａ´」のように元の
記号に「´」（ダッシュ）記号を付して表わし、「Ａ」の楽節にメロディが類似しない（
非類似）のものを別の記号「Ｂ」、「Ｃ」等で表わすこととする。曲の複数の楽節に同一
の楽節記号が付与されている場合、同一楽節は同一メロディとなるのが一般的であること
から、メロディ生成スイッチＭＳの設定に関わらず各楽節メロディをそのままコピーする
のがよい（すなわち、楽節記号優先）。しかし、あえて楽節記号による設定に従うよりも
メロディ生成スイッチＭＳの設定を優先させてメロディを生成するようにしてもよい。そ
こで、本実施例では、（１）楽節記号に応じた曲データの生成処理と、（２）メロディ生
成スイッチＭＳの設定に応じた各区間毎の曲データの生成処理、のどちらを優先させるか
をユーザが指定できるように優先指定スイッチ（図示せず）を構成し、該優先指定スイッ
チによる指定に従って上記（１）と（２）の一方に従う処理を行うようになっている。こ
の優先指定は、スイッチに限らず優先指定データで行ってもよい。例えば、メロディ生成
用の音楽条件の１つとして楽節構成を示す楽節記号を設定入力することができ、上記（１
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）の楽節記号に応じた曲データの生成処理を優先する場合は、設定入力された楽節記号に
応じた曲データの生成処理を行い、一方、上記（２）のメロディ生成スイッチＭＳによる
設定に応じた各区間毎の曲データの生成処理を優先する場合は、該スイッチＭＳで設定さ
れた各区間毎に曲データの生成処理を行う。なお、楽節記号に応じた曲データの生成処理
とは、例えば楽節記号Ａの或る楽節（例えば第１楽節）の曲データが作成済みである場合
、それと同じ又は類似の楽節記号（Ａ又はＡ’）を持つ別の楽節（例えば第３楽節）の曲
データとして、同じ又は類似の楽節記号Ａの作成済みの楽節（例えば第１楽節）の曲デー
タをコピーし、コピーした曲データを基に自動作曲する（そっくり流用したり、一部変更
したりする）処理である。
【００２３】
ステップＳ４では、上記優先指定スイッチ又は優先指定データにより上記（１）と（２）
の処理のどちらが指定されているか判定する。上記（２）のメロディ生成スイッチＭＳに
よるＯＮ／ＯＦＦ設定に応じた各区間毎の曲データの生成処理が優先する場合は、「スイ
ッチ優先」ＹＥＳと判定し、ステップＳ５～Ｓ８のルートで各区間毎の曲データの生成処
理を行う。一方、メロディ生成スイッチＭＳによるＯＮ／ＯＦＦ設定が楽節記号による設
定に優先しない場合（ステップＳ４のＮＯ）、ステップＳ１０，Ｓ１１のルートで、楽節
記号による設定を優先する処理つまり上記（１）の楽節記号に応じた曲データの生成処理
を行う。すなわち、メロディ生成スイッチＭＳによるＯＮ／ＯＦＦ設定に関係なく、楽節
記号に基づいてメロディを生成する。上記（１）の楽節記号に応じた曲データの生成処理
を行う場合、該区間に付された楽節記号と同一／類似の楽節記号が付された区間が該区間
以前にあるかないか（既に曲データが作成済みか否か）を判定する（ステップＳ１０）。
同一／類似の楽節記号が付された区間がある場合には（ステップＳ１０のＹＥＳ）、該区
間のメロディとして楽節記号が同一／類似の区間における作成済みの曲データをコピーし
てこれに基づき曲データを生成する（つまりそっくり流用したり一部変更したりする）（
ステップＳ１１）。なお、このステップＳ１１は、同一／類似の楽節記号のうちの先頭の
楽節記号の区間がまだ生成指示されていない場合には省略してもよい。例えば、「ＡＢＡ
」という楽節構成のとき、先頭の「Ａ」楽節がまだ生成指示されていない場合は後の「Ａ
」楽節は既に先頭の「Ａ」楽節と同じ内容であるため、この段階でコピーしても意味がな
いので、あえてこのステップＳ１１を実行する必要はない。該区間のメロディ生成後（す
なわち、メロディのコピー後）、ステップＳ９の処理へ行く。
【００２４】
一方、メロディ生成スイッチＭＳによるＯＮ／ＯＦＦ設定が優先する場合（ステップＳ４
のＹＥＳ）、あるいは該区間に付された楽節記号と同一／類似の楽節記号が付された区間
が先行していない場合には（ステップＳ１０のＮＯ）、該区間がメロディ生成区間に指定
されているか否かを判定する（ステップＳ５）。すなわち、該区間のメロディ生成スイッ
チＭＳがＯＮ設定されているか否かを判定する。該区間がメロディ生成区間に指定されて
いない場合（ステップＳ５のＮＯ）、ステップＳ９の処理へジャンプする。該区間がメロ
ディ生成区間に指定されている場合（ステップＳ５のＹＥＳ）、該生成区間におけるメロ
ディを生成する（後述のステップＳ６～ステップＳ８参照）。すなわち、メロディ生成ス
イッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に従ってメロディ曲データを区間毎に順次に自動生成する
。ステップＳ５からＳ９へのジャンプによって、例えば作成済みの曲において非生成区間
として設定された区間については曲データ再生成処理（ステップＳ６～Ｓ８）が行われな
いことになるので、例えば作成済みの曲データのうちの気に入ったフレーズの曲データを
確実に保存しておくことができる。
【００２５】
メロディを生成する際には、まず該生成区間におけるメロディのリズム（発音タイミング
情報）のみを生成する（ステップＳ６）。リズムを生成する方法としては、例えば曲のジ
ャンル（例えば、ロックやジャズあるいはクラシックなど）にマッチしたリズムパターン
を所定のデータベースから検索して採用する方法などが公知である。次に、生成したリズ
ムの各打点（発音タイミング）にピッチを割り当てる（ステップＳ７）。例えば、生成し
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たリズムにおける重要打点（メロディを音楽的に特徴付ける所定の区間内における特定の
打点のことであり、例えば各小節の先頭や強拍などがこれにあたる）にはメロディ生成用
パラメータのコード進行に従ったコード構成音のいずれかをランダムに選択して割り当て
、重要打点以外の打点には該曲の調を構成する音階音のいずれかをランダムに選択して割
り当てる。そして、メロディを生成した該生成区間と隣り合う区間との間においてメロデ
ィが整合するようにメロディの整合性処理を行う（ステップＳ８）。すなわち、今曲デー
タを生成している現在生成区間のピッチと該現在生成区間に隣り合う区間のピッチとが整
合しない場合に、該現在生成区間に隣り合う区間が生成区間であるか非生成区間であるか
に応じて、今曲データを生成した当該現在生成区間のピッチを生成しなおすなどの処理を
行う。例えば、当該現在生成区間の最終音のピッチと次区間の最初音のピッチとが整合す
るように該最終音のピッチが生成されればよいが、生成された最終音のピッチが次区間の
最初音のピッチと整合性が取れないような場合には（例えば、最終音がドミナントモーシ
ョンしたいピッチである場合など）、該生成区間と次区間との間において音楽的に不自然
なメロディが生成されることになる。そこで、次区間の最初音のピッチが該生成区間の最
終音のピッチと整合性をとることができる場合（すなわち、次区間が生成区間である場合
）には生成した最終音のピッチをそのまま採用し、次区間を生成する際に最初音のピッチ
を前記最後音のピッチと整合するように生成すればよい。
【００２６】
一方、次区間の最初音のピッチが該生成区間の最終音のピッチと整合性をとることができ
ない場合（すなわち、次区間が非生成区間である場合）には生成した最終音のピッチを不
採用とし、別のピッチに生成しなおす。すなわち、この場合には次区間が非生成区間であ
るために最初音のピッチを新たに生成することができないために、該生成区間の最終音の
ピッチを生成しなおすことによって対応する。また、今曲データを生成している現在生成
区間の前区間の最後音のピッチが該現在生成区間の最初音のピッチと整合しない場合には
、該現在生成区間の最初音のピッチを生成しなおす。さらに、別の観点として、メロディ
生成用パラメータとしてメロディのピッチ跳躍度を入力して、このピッチ跳躍度に基づい
てメロディを生成する方法があり、この場合においても隣りあう生成区間あるいは非生成
区間との間において整合処理を行うとよい。例えば、ピッチ跳躍度がメロディ生成用パラ
メータで入力した値以内になるように整合性をとるようにするとよい。なお、明らかなよ
うに、ステップＳ５～Ｓ８のルートで行われる「メロディ生成スイッチＭＳによる設定に
応じた各区間毎の曲データの生成処理」においては、楽節記号に応じたコピー処理（ステ
ップＳ１１）が行われないので、仮に、ステップＳ１で設定入力される音楽条件に中に楽
節記号が含まれていたとしても、このステップＳ５～Ｓ８のルートでの自動作曲処理にお
いては楽節記号に応じた作曲処理が行われないことになる。
【００２７】
ステップＳ９では、該区間が曲の最終区間であるか否かを判定する。最終区間である場合
には（ステップＳ９のＹＥＳ）、これ以上メロディを生成する対象となる区間は存在しな
いことから該メロディ生成処理を終了する。最終区間でない場合には（ステップＳ９のＮ
Ｏ）、後続する区間でメロディを生成する対象となる生成区間が存在する可能性があるこ
とから、該区間に後続する区間に進み（ステップＳ１２）、ステップＳ４の処理へ戻りス
テップＳ４～ステップＳ１２の処理を繰り返し行う。
このように、区間毎にメロディを新たに生成若しくは再生成（生成区間の場合）する、あ
るいは既に生成されたメロディをそのまま用いる（非生成区間の場合）ことによって、部
分的にメロディを変更しながら１曲全体にわたるメロディを作曲若しくは変更することが
できるようになっている。
なお、メロディを生成する音楽ジャンルによっては、あるいは生成するメロディのレベル
が音楽的に低くても構わないような場合には上記整合性処理（ステップＳ８参照）を省略
してもよい。また、上記メロディ生成方法（ステップＳ６～ステップＳ８の各処理）は一
例であって、メロディ生成方法として適宜の方法を用いてよいことは言うまでもない。
【００２８】
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ここで、楽節記号に応じた曲データの生成処理が優先するよう設定された場合におけるメ
ロディ生成について図４を用いて説明する。図４は、楽節記号による設定に応じてメロデ
ィを生成する動作を説明するための概念図である。
メロディ生成スイッチＭＳでＯＮ／ＯＦＦ設定した各区間毎に曲データを生成する処理を
優先する場合は、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ設定により「メロディを生成する」生
成区間であることを指定された区間についてメロディ曲データを生成する。これに対して
、楽節記号に応じた曲データの生成処理を優先する場合（図３のステップＳ４がＮＯの場
合）においては、複数の楽節に同一の楽節記号が付与されている場合（図４の例では、ブ
ロック１の楽節１とブロック２の楽節１とが共に同一楽節記号「Ａ」が付されている）、
同一楽節記号の楽節では同一のメロディであることが一般的であることから、メロディ生
成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に関わらず、同一楽節記号の楽節メロディをそのまま
コピーして生成する。例えば、図示したように、ブロック１の楽節１とブロック２の楽節
１がともに楽節記号が「Ａ」である場合、ブロック２の楽節１は該区間のメロディ生成ス
イッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に関わらず、ブロック１の楽節１のメロディをコピーして
ブロック２の楽節１のメロディを生成する。
【００２９】
また、楽節に類似の楽節記号が付されている場合（例えば、「Ａ」と「Ａ´」）にも、上
述した同一の楽節記号が付されている場合と同様のことが言える。ただし、この場合に楽
節記号の設定が優先するように指定された場合には、楽節全体のメロディをコピーしてメ
ロディを生成するのではなく、楽節中の一部の区間の曲データを図３のステップＳ１１で
コピーし、別の一部の区間の曲データは図３のステップＳ１１でコピーせずにステップＳ
５～Ｓ８の処理によって自動生成するようにしてもよい。例えば、楽節の前半の区間のメ
ロディ曲データのみをコピーして楽節の後半の区間のメロディ曲データは生成又は再生成
処理することによって、当該楽節全体のメロディを生成又は再生成してもよい。その場合
、例えば、図３のステップＳ１０において、現在処理している区間が楽節の後半の区間で
あれば、ＮＯに分岐してステップＳ５又はＳ６に行くようにすればよい。勿論、これに限
らず、前述のように、図３のステップＳ１１で一旦コピーして、コピーした曲データの一
部を適宜変更するようにしてもよい。
【００３０】
一方、前述したように、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定を優先する場合（
図３のステップＳ４がＹＥＳの場合）は、楽節記号を考慮せずにメロディ生成スイッチＭ
ＳのＯＮ／ＯＦＦ設定を優先させて曲データ生成処理を行う。例えば、図４において、ブ
ロック２の楽節１のフレーズ１のメロディは固定し、ブロック２の楽節１のフレーズ２の
メロディのみを再生成したいような場合は、ブロック１の楽節１とブロック２の楽節１が
同じ楽節記号Ａであっても、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定を優先するよ
うに設定し、かつ、メロディ生成スイッチＭＳによってブロック２の楽節１のフレーズ１
に該当する区間をＯＦＦとし、ブロック２の楽節１のフレーズ２に該当する区間をＯＮと
する。
【００３１】
なお、図３の例では、優先指定スイッチ又はデータによって楽節記号による設定とメロデ
ィ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定のどちらを優先させるかを選択・指定できるよう
にしたが、これに限らず、どちらか一方を常時優先するようにしてもよい。例えば、楽節
記号による設定に従う曲データ生成処理を常時優先するようにした実施例を構成すること
ができる。そのような実施例においては、例えば、楽節記号が音楽条件に含まれていない
場合にメロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に従う生成処理を行う、あるいは、
楽節記号が音楽条件に含まれている場合であっても同一又は類似の楽節が先行して存在し
ていない場合にメロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に従う生成処理を行う、よ
うに構成してよい。そのためには、例えば、図３のステップＳ４を省略し、ステップＳ３
及びＳ１２から常にステップＳ１０に行くようにすればよい。
【００３２】
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逆に、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に従う曲データ生成処理を常時優先
するようにした実施例を構成することもできる。そのような実施例においては、例えば、
メロディ生成スイッチＭＳが全区間でＯＦＦ設定されているにもかかわらずメロディ再生
成処理が指示された場合など、所定の条件下で、楽節記号の設定に従う曲データ生成処理
が行われるようにしてもよい。あるいは、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定
に従う曲データ生成処理のみを行うようにしてもよい。そのためには、例えば、図３のス
テップＳ４、Ｓ１０、Ｓ１１を省略し、ステップＳ３及びＳ１２から常にステップＳ５に
行くようにすればよい。
【００３３】
更に、別の実施例若しくは変形例として、楽節記号による設定に従う曲データ生成処理を
行う場合であっても、必要に応じて、同一あるいは同類の楽節記号が付されている楽節の
曲データをコピーしないようにすることができる構成としてもよい。例えば、「コピー禁
止スイッチ」を設けてユーザによる該スイッチの操作に応じて、あるいはマウスの右クリ
ック操作等に応じたコマンドメニュー等を用いて「コピー禁止」が随時指定できるように
してよい。例えば、図３の例において、所定の優先指定スイッチ又はデータによって楽節
記号による設定を優先するように設定された場合であっても、１楽節中の全部又は一部の
区間に対応して「コピー禁止」を指定することで、当該全部又は一部の区間についてはス
テップＳ１１を実行しないようにすることにより、当該全部又は一部の区間について曲デ
ータのコピーを禁止するようにすることができる。その場合、例えば、図３のステップＳ
１０とＳ１１との間に「コピー禁止か否か？」を判定するステップを挿入し、「コピー禁
止」ＹＥＳであればステップＳ１１をジャンプしてステップＳ９に行くか（この場合はコ
ピー禁止された一部の区間の曲データが変更されずに保存される）、あるいはステップＳ
５又はＳ６に行く（この場合はコピー禁止された一部の区間の曲データがステップＳ５～
Ｓ８の処理によって再生成される）ように、処理プログラムを適宜構成すればよい。この
ようなコピー禁止は、メロディ生成スイッチＭＳで複数区間の生成を指定する場合かつ同
一あるいは類似楽節記号が付された楽節がある場合に、柔軟なメロディ生成を可能とする
。また、楽節記号優先の場合に、同一あるいは類似の楽節記号が付された楽節に勝手にメ
ロディがコピーされることによってメロディを生成することをユーザが望まない場合にも
対応することができる。あるいは、コピーするか否かをユーザに問い合わせ、ユーザがコ
ピーを拒否するならばコピーを禁止してコピーによるメロディの再生成を行わないように
してもよい。
【００３４】
更に、別の実施例若しくは変形例として、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定
を優先する場合であっても、楽節記号に従って曲データのコピーを行うことができる場合
は、コピーするかどうかの選択を各区間ごとに行うことができるようにしてもよい。例え
ば、「コピー許可／又は禁止スイッチ」を設けてユーザによる該スイッチの操作に応じて
、あるいはマウスの右クリック操作等に応じたコマンドメニュー等を用いて「コピー許可
／又は禁止」が随時指定できるようにしてよい。例えば、図３の例において、所定の優先
指定スイッチ又はデータによってメロディ生成スイッチＭＳの設定を優先するように設定
された場合であっても、楽節記号に従ってコピー可能な或る楽節中の全部又は一部の区間
に対応して「コピー許可」を指定することで、当該全部又一部の区間について、ステップ
Ｓ５～Ｓ８のルートを通らずに、ステップＳ１１を実行するように、処理プログラムを適
宜変更すればよい。
【００３５】
更に、別の実施例若しくは変形例として、楽節記号による設定を優先する場合であっても
、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定を考慮して、ＯＮ設定されている区間で
のみ曲データをコピーし、ＯＦＦ設定されている区間では曲データをコピーしないように
してもよい。そのためには、例えば、図３のステップＳ１１の前に「現在処理中の区間は
生成区間か？」を判定するステップを挿入し、ＹＥＳであればステップＳ１１を実行する
が、ＮＯであればステップＳ１１をジャンプしてステップＳ９に行くように、処理プログ
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ラムを適宜変更すればよい。
【００３６】
上述の実施例においては、単にメロディ生成を行う区間を指定するためのメロディ生成ス
イッチＭＳを各区間毎に設け、メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に基づいて
、区間毎にリズム（発音タイミング）とピッチを生成することによってメロディの作曲を
行っていくように構成した。しかし、メロディを再生成する際に、メロディのリズムのみ
、あるいはメロディのピッチのみを変更してメロディを再生成したい場合が多々有る。そ
うした場合に、リズムとピッチの両方を変更することによってメロディを再生成すること
は、変更対象以外のメロディリズムあるいはメロディピッチまでもが変更されることにな
り都合が悪い。そこで、メロディリズムのみ、あるいはメロディピッチのみを生成しなお
してメロディを生成することができるように、リズムとピッチ生成スイッチＲＰＳ（前記
のＭＳに相当する）と共に、リズムのみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成スイッチＰＳ
の複数のスイッチを各区間単位毎に設けるようにしてもよい。すなわち、リズムのみを変
更してメロディを再生成するように指定するリズムのみ生成スイッチＲＳ、あるいはピッ
チのみを変更してメロディを再生成するように指定するピッチのみ生成スイッチＰＳを、
リズムとピッチ生成スイッチＲＰＳと別に設けるようにしてよい。図５にそうした場合の
実施例を示す。図５は、各区間単位毎に複数のスイッチを設けた場合の一実施例を示す概
念図である。
【００３７】
図５から理解できるように、この実施例ではディスプレイ６Ａ上に生成するメロディの区
間単位に（ここでは、メロディ生成の最少区間単位であるフレーズ区間毎に）左側から順
にリズムとピッチ生成スイッチＲＰＳ、リズムのみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成ス
イッチＰＳの複数のスイッチを表示する。既に説明したように、メロディは複数区間単位
に分類することができ、メロディ生成は該区間単位毎に生成されることから、このメロデ
ィ生成する区間単位毎にリズムとピッチ生成スイッチＲＰＳ、リズムのみ生成スイッチＲ
Ｓ、ピッチのみ生成スイッチＰＳの複数のスイッチを表示する。勿論、この実施例に示す
ようにフレーズ区間毎に前記複数のスイッチを設けることに限らず、更に、より長い楽節
区間単位又はブロック区間単位の複数のスイッチ、及び／又はより短い小節区間単位の複
数のスイッチ、を設けるようにしてもよい。つまり、前述と同様に、楽節単位スイッチや
フレーズ単位スイッチ等の複数の階層毎に前記複数のスイッチを設けてもよい。また、そ
の場合、前述と同様に、各階層のスイッチに対して所定の優先順位を付与してよい。
【００３８】
リズムとピッチ生成スイッチＲＰＳを操作してリズムとピッチを共に変更対象としてメロ
ディを再生成する場合は、上述した区間毎にメロディ生成スイッチＭＳを設けた場合と同
じようにしてメロディを再生成するので説明を省略する。
リズムのみ生成スイッチＲＳを操作すると、メロディリズムのみを変更対象としてメロデ
ィを再生成する。リズムのみ生成スイッチＲＳを操作してメロディを生成する際に、指定
された生成区間にまだリズム及びピッチが存在しない場合あるいはリズムのみが存在して
いてピッチが存在していない場合には、曲ジャンル等に応じて複数のリズムを記憶したデ
ータベースから何れかのリズムを選択してリズム（発音タイミング）を生成する。その場
合は、例えば、その後に、後述するピッチのみ生成スイッチＰＳによるピッチ生成処理を
行い、生成されたリズムの各打点（発音タイミング）にピッチを割り当てる。一方、指定
された生成区間にリズムとピッチの双方が存在していた場合、ピッチを保存（一部又は全
部）してリズムのみを差し替える場合と、ピッチを保存しないで（破棄して）リズムを生
成する場合とがある。ピッチを保存してリズムを差し替える場合、以前のリズムと同じ音
符数のリズムをジャンル等に応じてデータベースから選択し、保存するピッチを以前と同
じ順序で新しいリズムに割当てる。ピッチを一部保存してリズムを差し替える場合、新た
なリズムの音符数は以前のリズムの音符数と異なってもよい。差し替え後の新たな音符数
が保存したピッチ数よりも少ないときは、保存したピッチの前のほうから採用してあまっ
たピッチは破棄する。差し替え後の新たな音符数が保存したピッチ数よりも多いときは、
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保存したピッチを以前と同じ順序で時間順に前から新しいリズムに割当てていき、不足分
のピッチは新たに生成する。なお、その場合、ピッチを時間順に前から割当てていくこと
に限らず、後ろから順次に割当てていくようにしてもよい。一方、ピッチが存在している
場合であっても、ピッチを保存しないで（破棄して）リズムを生成する場合は、存在して
いるピッチを全て破棄して、前述のピッチが存在していない場合と同様に、リズムのみを
新たに生成する。このように、楽曲の生成区間毎にメロディリズムのみを生成する／しな
いを設定できるようにすると、メロディピッチを保存しつつ一部区間のメロディリズムの
みを生成しなおすことができるようになる。
【００３９】
ピッチのみ生成スイッチＰＳを操作すると、メロディピッチのみを変更対象としてメロデ
ィを再生成する。ピッチのみ生成スイッチＰＳを操作してメロディを生成する際には、存
在しているリズムの各打点（発音タイミング）のうち、重要音に対してコード構成音をラ
ンダムに割当て、非重要音に対して音階音をランダムに割当てる。なお、このように重要
音と非重要音とに分けることなく、すべての打点に対して音階音をランダムに割当てるよ
うにしてもよい。このように、楽曲の生成区間毎にメロディピッチのみを生成する／しな
いを設定できるようにすると、メロディリズムを保存しつつ一部区間のメロディピッチの
みを生成しなおすことができるようになる。
【００４０】
なお、メロディ等の曲データを生成する方法はどのようなものでもよく、上述したように
所定の部分的区間毎にメロディ等の曲データを生成する／生成しないを設定可能にしたも
のであれば、曲データそれ自体の生成法の如何は問わず、どのような曲データ生成法を採
用してもよい。
また、メロディ生成スイッチＭＳ（あるいはリズムとピッチ生成スイッチＲＰＳ、リズム
のみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成スイッチＰＳなど）は、ディスプレイ６Ａの表示
上に設けたソフトスイッチに限らず、ハードウエアのスイッチとしてもよい。その場合、
他の機能とスイッチを兼用して用いるようにしてもよい。
また、複数のスイッチを設ける場合において、区間毎にリズムとピッチ生成スイッチＲＰ
Ｓ、リズムのみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成スイッチＰＳの３種類のスイッチを設
けた例を説明したが、区間毎には「生成（あるいは生成しない）」ことを指定するスイッ
チのみを設け、該スイッチとは別に生成対象とする内容を「リズムとピッチ」、「リズム
のみ」、「ピッチのみ」のいずれかに選択できるように構成してもよい。また、区間毎に
リズムとピッチ生成スイッチＲＰＳ、リズムのみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成スイ
ッチＰＳの３種類のスイッチを設けた例を説明したが、リズムとピッチ生成スイッチＲＰ
Ｓを設けることなく、リズムのみ生成スイッチＲＳ、ピッチのみ生成スイッチＰＳを同時
に設定できるようにして、両スイッチが同時設定されている場合に「リズムとピッチ」を
生成するように構成してもよい。
【００４１】
なお、図２、図４、図５において示すように、各楽節に対応させて楽節内のピッチの盛り
上がり状態及び盛り下がり状態を示す盛り上がり線ＭＬを表示するようにしてもよい。盛
り上がり線ＭＬは各楽節内の先頭の重要打点ピッチと最後の重要打点ピッチとを結んだ線
分であり、該楽節内のピッチの概略変化状態を表わしている。このようにすると、メロデ
ィを生成しなおしたい（あるいは生成しなおしたくない）区間をユーザが決定しやすくな
る。また、メロディの生成の方式が入力されたモチーフを展開して１曲を生成するような
方式である場合、モチーフが存在している楽節において、モチーフの存在位置を強調表示
するようにしてもよい（図示の例では、斜線を施した四角形ＭＴで表示）。このようにす
ると、メロディを生成しなおしたい（あるいは生成しなおしたくない）区間をユーザが決
定しやすくなる。また、各楽節の同一、同類、非同類に応じて、強調表示ＭＴの表示態様
（色や塗りつぶしパターン、形状等）を異ならせるようにしてもよい。例えば、「Ａ」や
「Ａ´」楽節は青色で表示し、「Ｂ」や「Ｂ´」楽節は赤色で表示する等である。
【００４２】
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本発明は、作曲済みの曲を部分修正もしくは再生成する目的で適用できるのみならず、新
規の楽曲を自動作曲する場合にも適用できる。その場合は、上記実施例の場合のように図
３の処理フローを開始する前に変更したい所望の曲を選択する処理を行う必要がなく、図
３の処理フローから自動作曲処理が開始される。その場合、図３のステップＳ１で供給さ
れるメロディ生成用データを適用する区間を、ステップＳ２による区間指定処理によって
部分的に指定することができる。換言すれば、ステップＳ１で供給されるメロディ生成用
データ（第１の音楽条件）を適用して作曲を行うことを禁止する部分的区間がステップＳ
２によって指定されることになる。こうして、第１段階として、禁止された部分的区間に
ついては曲データが存在していない曲が、まず作られる。そして、第２段階として、ステ
ップＳ１によって供給する音楽条件とステップＳ２による生成区間と非生成区間の設定内
容とを変更して（つまり第２の音楽条件を設定し、それを適用する部分的区間を設定する
）、再び、図３の処理フローを実行する。例えば、第１段階で作成済みの区間は非生成区
間に設定し、作成済みでない区間を生成区間に設定する。こうして、ステップＳ１によっ
て供給する音楽条件とステップＳ２による生成区間と非生成区間の設定内容とを変更しつ
つ、図３のフローを何回か行うことで、最終的に所望の曲が完成する。これによれば、共
通の音楽条件を適用できる飛び飛びの部分的区間について、曲データを一括して自動生成
でき、その際、該音楽条件を適用しない別の部分的区間については確実に曲データの自動
生成を禁止できるので、効率的な自動作曲が行えることになる。
【００４３】
なお、図３の例では、「メロディ生成スイッチＭＳのＯＮ／ＯＦＦ設定に従う曲データ生
成処理部分」（特にステップＳ５～Ｓ８の部分）すなわち「第１の生成手段」と、「楽節
記号による設定に従う曲データ生成処理部分」（特にステップＳ１０，Ｓ１１の部分、更
にはＳ１０のＮＯ分岐のルートで使用するステップＳ５～Ｓ８の部分）すなわち「第２の
生成手段」とが、ひとつの処理フローの中に混在しているが、これに限らず、これらの「
第１の生成手段」と「第２の生成手段」とが、明確に別々の処理フローとして分離されて
いるか、あるいは明確に別々のハードウェアとして分離されていても差し支えない。
なお、本発明は、上記実施例で述べたようなメロディ曲データの自動作曲に限らず、伴奏
曲データの自動作曲にも適用してよいのは勿論である。
【００４４】
この自動作曲装置を電子楽器に適用する場合、電子楽器は鍵盤楽器の形態に限らず、弦楽
器や管楽器、あるいは打楽器等どのようなタイプの形態でもよい。また、音源装置、自動
作曲装置等を１つの電子楽器本体に内蔵したものに限らず、それぞれが別々に構成され、
ＭＩＤＩインタフェースや各種ネットワーク等の通信手段を用いて各装置を接続するよう
に構成されたものにも同様に適用できることはいうまでもない。また、パソコンとアプリ
ケーションソフトウェアという構成であってもよく、この場合処理プログラムを磁気ディ
スク、光ディスクあるいは半導体メモリ等の記憶メディアから供給したり、ネットワーク
を介して供給するものであってもよい。さらに、カラオケ装置や自動演奏ピアノのような
自動演奏装置、ゲーム装置、携帯電話等の携帯型通信端末などに適用してもよい。携帯型
通信端末に適用した場合、端末のみで所定の機能が完結している場合に限らず、機能の一
部をサーバ側に持たせ、端末とサーバとからなるシステム全体として所定の機能を実現す
るようにしてもよい。
【００４５】
自動演奏装置に適用する場合、生成するメロディの演奏データのフォーマットは、イベン
トの発生時刻を曲や小節内における絶対時間で表した『イベント＋絶対時間』形式のもの
、イベントの発生時刻を１つ前のイベントからの時間で表した『イベント＋相対時間』形
式のもの、音符の音高と符長あるいは休符と休符長で演奏データを表した『音高（休符）
＋符長』形式のもの、演奏の最小分解能毎にメモリの領域を確保し、演奏イベントの発生
する時刻に対応するメモリ領域にイベントを記憶した『ベタ方式』形式のものなど、どの
ような形式のものでもよい。また生成した演奏データの自動演奏時における処理方法は、
設定されたテンポに応じて処理周期を変更する方法、処理周期は一定で１回の処理におい

10

20

30

40

50

(16) JP 3669301 B2 2005.7.6



て演奏データ中のタイミングデータの計数の仕方をテンポに応じて変更する方法等、どの
ようなものであってもよい。また、複数チャンネル分の演奏データが存在する場合は、複
数のチャンネルのデータが混在した形式であってもよいし、各チャンネルのデータがトラ
ック毎に別れているような形式であってもよい。
【００４６】
【発明の効果】
本発明によれば、楽曲の部分的区間毎にメロディあるいは伴奏等の曲データの生成有無を
設定できるようにし、楽曲の一部区間の曲データのみを生成しなおすことができるように
したことから、ユーザが使い易く、かつ自由度のある曲データの再生成若しくは生成が可
能となり、音楽的に完成度の高い曲データを簡単な処理で生成することもできる、という
効果が得られる。また、非生成区間については曲データの生成を禁止するので、非生成区
間を挟んで離れた２以上の生成区間についての曲データを同時に生成することも容易にで
き、効率的である。
また、部分的区間毎の曲データの生成有無の設定に基づく曲データ生成処理と楽節記号に
基づく曲データ生成処理のいずれを優先するかを指定できるようにしたことから、楽節記
号の同一／類似を考慮した曲データ生成処理が可能であるばかりでなく、楽節記号の同一
／類似を反映させずに自由に一部区間を指定して曲データを生成する処理も可能であり、
更には、楽節記号の同一／類似を反映させながら一部区間の曲データを生成しなおすこと
も可能である。
【００４７】
更に、楽節記号に基づく曲データ生成処理を優先させることで、例えば、既に曲データの
出来上がっている区間と同じ楽節記号の曲データはコピーによって容易に生成できるので
、楽節記号を優先した音楽的に確かな自動作曲を容易に行うことができ、その一方で、同
じ楽節記号の先行する楽節が存在しない楽節では、部分的区間毎の曲データの生成有無の
設定に基づく曲データ生成処理による曲データ生成を行うことで、自由度のある曲データ
の再生成若しくは生成が可能となる。こうして、ユーザにとって使い易く、また、自由度
のある曲データの再生成若しくは生成も可能であり、また、音楽的に完成度の高いメロデ
ィを作曲することも比較的容易にできるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明に係る自動作曲装置の全体構成の一実施例を示したハード構成ブロッ
ク図である。
【図２】　メロディ生成スイッチの一実施例を説明するための概念図である。
【図３】　メロディ生成スイッチのＯＮ／ＯＦＦ設定に応じて所定の区間のメロディのみ
を選択的に生成する処理の一実施例を示したフローチャートである。
【図４】　楽節記号による設定に応じてメロディを生成する動作を説明するための概念図
である。
【図５】　各区間単位毎に複数のスイッチを設けた場合の一実施例を示す概念図である。
【符号の説明】
１ ...ＣＰＵ、１Ａ ...タイマ、２ ...ＲＯＭ、３ ...ＲＡＭ、４ ...検出回路、４Ａ ...演奏
操作子（鍵盤等）、５ ...スイッチ検出回路、５Ａ ...パネル操作子（スイッチ等）、６ ..
.表示回路、６Ａ ...ディスプレイ、７ ...音源回路、８ ...効果回路、８Ａ ...サウンドシ
ステム、９ ...外部記憶装置、１０ ...ＭＩＤＩインタフェース、１０Ａ ...他のＭＩＤＩ
機器、１１ ...通信インタフェース、１１Ａ ...サーバコンピュータ、１１Ｂ ...通信ネッ
トワーク、１Ｄ ...データ及びアドレスバス、ＭＳ ...メロディ生成スイッチ、ＲＰＳ ...
リズムとピッチ生成スイッチ、ＲＳ ...リズムのみ生成スイッチ、ＰＳ ...ピッチのみ生成
スイッチ
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